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日本工学アカデミー活動概要

公益社団法人 

日本工学アカデミー
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日本工学アカデミーEAJの特徴と実績
⚫「人類の安寧とより良き生存(Human security and well-being)のために、未来

社会を工学する(Engineer the Future)」を理念とする、独立・中立運営の団体。
⚫31ヵ国で構成する国際工学アカデミー連合(CAETS*)に、その10番目のアカデミーと

して、日本を代表しての加盟が1990年に認められた。
⚫工学及び科学技術、並びにこれらと密接に関連する分野に関し顕著な貢献をなし、

広範な識見を有する指導的人材として推挙された会員**が個人の立場で、公益目
的事業に係わる委員会、支部、国際活動などを通じ、学界、産業界、社会だけでな
く、政府や議会も含めた、国内外での提言活動、分け隔て無い積極的な意見交換
を行っており、社会的にその存在が認められている。

アカデミーの姿、EAJの特徴と実績

➢ アカデミーとは
学問や芸術に関する指導的な人材により構成される組織で、会員は一定の推薦制
度にもとづき推挙され、生涯、学界や社会のために活動する。この考え方は米国、英
国、ドイツ、フランス、スウェーデン、中国など各国のアカデミーで広く共有されている。

➢ アカデミーの対外活動
科学者を代表する組織として社会的にその存在が認められており、学界に関わること
ばかりでなく、政府や議会を含めて外部への提言活動を積極的に行っている。

* CAETS：International Council of Academies of Engineering and Technological Sciences
**EAJ会員選考プロセス：個人会員(正会員・客員会員)は、会員３名を推薦人とする「会員候補者推薦書」に基づき、会員選考委員会

(委員長、幹事2名、８分野委員36名)で入会審査を実施。候補者を理事会に推薦、理事会承認を経て入会となる。
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沿革

設立と法人化
・1987年4月16日  設立
・1998年1月5日 社団法人化
・2013年7月1日 公益社団法人に移行

歴代会長
 1987年度-1988年度 小林 宏治 1989年度-1993年度 向坊 隆

 1994年度-1997年度 岡村 總吾 1998年度-2001年度 永野 健
 2002年度-2005年度 西澤 潤一 2006年度-2009年度 中原 恒雄
 2010年度-2015年度 小宮山 宏  2016年度-2019年度 阿部 博之
2020年度- 小林 喜光

会員数(2023年12月22日現在）
正会員 832名 賛助会員 49社･団体 客員会員 50名 (海外:15、国内:35)

広く学界、産業界及び国の機関等において、工学及び科学技術並びにこれらと密接
に関連する分野に関し顕著な貢献をなし、広範な識見を有する指導的人材によって
構成される本会は、工学及び科学技術全般の進歩及びこれらと社会との関係の維持
向上を図り、我が国ひいては世界の発展に資する

（『日本工学アカデミーの使命』より抜粋）

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王立理工学ｱｶﾃﾞﾐｰからの記念品授与
(1987年11月3日 スウェーデン大使館)

EAJ News No. 1&3 (1987, 1988)
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• 羅針盤となる政策提言を発信する
• 国際的に先導的な活動実績を積む
• 次世代を担う指導的な人材を育む
• 市民の科学技術活用能力を伸ばす
• あらゆる壁を越えて共創を広げる

理念と基本方針

人類の安寧とより良き生存
(Human security and well-being)

に向けて、

「未来社会を工学する」
（Engineer the Future）
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主な活動

豊かな経験や識見と
幅広いネットワーク
による先導的な

地方発の
科学技術イノベー
ションに挑戦する

多様な人材が
未来社会の担い手と
して活躍するための

提言発信活動

人材育成活動 支部活動

日本
および世界

の発展に寄与する

国際連携活動

共創による
未来への挑戦
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組織

理事会

会長

会員選考委員会

企画運営会議

企画推進
グループ

事務局

監事

支部長会議

政策提言委員会

会長候補者
推薦委員会

政策共創推進委員会

選挙管理委員会

2023年6月2日現在

会員強化委員会

国際委員会

人材育成委員会

ジェンダー委員会

広報委員会

財務・事務機能強化委員会

若手委員会

科学技術・イノベーション2050委員会

研究力強化委員会

東北支部

中部支部

関西支部

九州支部

北海道支部

社員総会
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役員・委員長

会長 小林喜光

副会長

(会長代理) 菱田公一

副会長 安西祐一郎 川合眞紀 岸本喜久雄

専務理事 城石芳博

常務理事 森本浩一 睦 哲也（常勤）

理事 天野玲子 石川憲一 江村克己 大村直人

沖 大幹 笠原博徳 神本正行 川合知二

楠見晴重 倉持隆雄 小林信一 小山珠美

関谷 毅 瀬戸口剛 平 朝彦 塚原健一

長坂徹也 中山智弘 行木陽子 平尾明子

増田隆夫 村上雅人 八重樫武久 安浦寛人

安永裕幸

監事 辻 篤子 林 秀樹

最高顧問 吉川弘之 小宮山 宏

名誉会長 阿部博之

顧問 青山博之 池田駿介 梶山千里 神山新一

嘉門雅史 久間和生 國武豊喜 小泉英明

谷口 功 種市 健 中西友子 中村道治

永野 博 堀 幸夫 松本洋一郎 松尾友矩

御園生誠 三井恒夫 宮城光信

顧問

(栄誉フェロー)原山優子

2023年6月2日現在

委員会/支部等 委員長/支部長

委
員
会

会員選考委員会 岸本喜久雄

会員強化委員会 石原 直

財務・事務機能強化委員会 睦 哲也

会長候補者推薦委員会 阿部博之

選挙管理委員会 中西友子

企画運営会議 小林喜光

企画推進グループ 中山智弘

政策提言委員会 中島義和

政策共創推進委員会 永野 博

研究力強化委員会 杉山正和

科学技術・イノベーション2050委員会 沖 大幹

国際委員会 原山優子

CAETS実行委員会 森本浩一

EA-RTM実行委員会 三島 望

欧州交流委員会 永野 博

JAFOE実行委員会 村上秀之

ERLEP実行委員会 長井 寿

人材育成委員会 橋本正洋

若手委員会 関谷 毅

ジェンダー委員会 行木陽子

広報委員会 安永裕幸

支
部

北海道支部 増田隆夫

東北支部 神本正行

中部支部 林 良嗣

関西支部 田中敏宏

九州支部 山田 淳
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会員・賛助会員

正会員:832名

賛助会員：49社・団体

日本電気株式会社、住友電気工業株式会社、富士通株式会社、トヨタ自動車株式会社、大成建設株式会社、鹿島建設株式会社、ソニーグループ

株式会社、三菱重工業株式会社、株式会社日立製作所、三菱電機株式会社、日本電信電話株式会社、株式会社東芝、三菱マテリアル株式会社、

株式会社NTTデータ、株式会社NTTドコモ、日産自動車株式会社、一般財団法人新技術振興渡辺記念会、東京電力ホールディングス株式会社、

東レ株式会社、国立研究開発法人科学技術振興機構、株式会社三菱総合研究所、株式会社ＩＨＩ、株式会社島津製作所、株式会社建設技術研究

所、ファナック株式会社、日本電子株式会社、パナソニック株式会社、株式会社日立ハイテク 、株式会社カネカ、株式会社堀場製作所、国立研

究開発法人海洋研究開発機構、富士フイルム株式会社、東京エレクトロン株式会社、三井化学株式会社、横河電機株式会社、株式会社クボタ、

東海旅客鉄道株式会社、武蔵エンジニアリング株式会社、東北電力株式会社、三菱ケミカルグループ株式会社、DMG森精機株式会社、株式会社

株式会社レゾナック・ホールディングス、ダイキン工業株式会社、旭化成株式会社、東海カーボン株式会社、AGC株式会社、株式会社大林組、

株式会社野村総合研究所、大日本印刷株式会社

客員会員:50名
(1)EAJに貢献された海外アカ
デミー 正会員15名

(2)EAJに貢献されている日本
在住の 外国籍会員35名

正会員、賛助会員、客員会員
2023年12月22日現在

学

産

官

学協会

その他

産学官の指導的技術者で、日本国籍を有する者
(参考)博士:456名、人文系:23名(経済、商学、法学、

          教養系卒など) 2023.８時点登録数

会員数 173名 191名 157名 104名

％ 22% 24% 20% 11%

42名 32名 44名 65名 24名

5% 4% 5% 7% 2%

建設系

資源・

ｴﾈﾙｷﾞｰ系
物理系 生命系

経営・

政策系
横断領域

専門分野別

内訳
機械系

情報・

電気電子系

化学・

材料系
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活動組織と活動概要

公
益
事
業

(1)基礎
研究

政策提言委員会 STI2050委員会/EAJｼﾝﾎﾟ実行委員会 若手委員会

ｲﾝｸﾙｰｼﾌﾞなSTEM 研究環境の構築、ｱ
ﾌﾘｶとのSTI for SDGs における連携、
海洋ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ、ﾏﾃﾘｱﾙ科学など

JSTｻｲｴﾝｽｱｺﾞﾗで中高生までを対象に「SDGs
のための科学技術ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ―未来社会を科
学者とﾃﾞｻﾞｲﾝしよう―」を開催(計60名参加)

第2回公開ｼﾝﾎﾟ「世界の最先端を拓く研究
者が見ている本当の景色～量子技術、ﾌﾞ
ﾛｯｸﾁｪｰﾝを解きほぐす～」開催。270名参加。

(2)具体
的問題

国際委員会・本部 政策提言委員会(プロジェクト) 賛助会員ﾗｳﾝﾄﾞﾃｰﾌﾞﾙ実行委員会

「ロシア政府によるウクライナ侵攻に関する
EAJ声明」発出(和・英文)。AEPMで
「総合知による未来社会の工学」表明。

5G/6G 時代のAI 利活用戦略、デジタル変革
を可能にする先端半導体研究開発の在り方に
関するプロジェクト、など推進中

ｱﾝｹｰﾄに基づき「web3の社会変革」、「未
来の製造業」をテーマに第6回賛助会員企
業ﾗｳﾝﾄﾞﾃｰﾌﾞﾙ開催(14社、計29名参加)

(3)普及・
啓発

広報委員会 政策共創推進委員会 ジェンダー委員会

「ﾃﾞｼﾞﾀﾙ(ﾃﾞｰﾀ)は社会/学術/産業/行
政をどう変えるか？」特集号などのEAJ 
NEWS 4回発行、ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ企画中

国会議員との対話の会3回開催:ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ創
出・成長支援、STIﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ作成の共創、国
会議員からの問題提起と討論。メディア取材有

一般対象第6回ジェンダーシンポジウム開催
(申込127名、ﾗｲﾌﾞ参加80名超、ｱｰｶｲﾌﾞ
再生111 回、EAJ 以外の参加６割)

(4)国際
活動

国際委員会 政策提言委員会(SDGsプロジェクト) STI2050委員会/研究力強化委員会

国際工学ｱｶﾃﾞﾐｰ連合CAETS参加、
EA-RTM、FOE Japan、AEPM開催

TICAD8(第8回ｱﾌﾘｶ開発会議)ｻｲﾄﾞｲﾍﾞﾝﾄ
開催、英訳報告書をｱﾌﾘｶ大使館などに配布

STI2050ﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ英訳版を公開、PFとし
ての研究力強化委員会設立

(5)その
他

人材育成/若手リーダー塾実行委員会 広報委員会 支部

終息しないｺﾛﾅ禍で対面開催実施困難
ななため、卒業生対象の会を開催する方
向で検討開始

EAJﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ企画中。ﾋﾞｼﾞｭｱﾙ表現増などの
HP刷新で年間閲覧数は5,330件(平均約
260件/日)と21年度(75500件) 比2万件増

全国規模・共創でのフォーラム、シンポジウム、
本部・支部長・委員長会議、賀詞交歓会
などで支部活動報告など実施。活性化

法
人
事
業

(5)その
他

社員総会/同実行委員会、ほか 理事会 企画運営会議

会費一部変更、多様な新入会員増、若
手理事・女性監事選任で多様化推進。

5回開催。経営全般。役員分掌、職務執行状
況、会員入会、予算執行などの審議、決議。

8回開催。重要行事企画案、活性化に関
する内規修正案などの審議、理事会上程。

企画推進グループ 会員強化/会員選考委員会 財務・事務機能強化委員会

組織基盤安定化、公益目的事業支援
(賀詞交歓会、談話ｻﾛﾝ、新入会員ｶﾞｲ
ﾀﾞﾝｽ、事業貢献賞等、企画推進)

正会員:年度初810名→年度末840名
客員会員:年度初56名→年度末50名
賛助会員:年度初53→年度末50 

正味財産健全化と、追加支出要請への柔
軟な対応を行い、円滑な公益活動を支援
するとともに、事務業務を平準化、効率化

副会長連絡会議 戦略的国際対応実行委員会 会長候補者推薦委員会

EAJの更なる活性化に向け、アカデミーと
しての在り方、多様性向上策、他学協
会などとの共創の在り方など意見交換

国際活動活性化についてこれ迄、みなし輸出
制度対応の規定類の整備を行ったが、次のス
テップとして客員活動活性化について議論

阿部博之名誉会長を委員長とする会長候
補者推薦委員会発足、候補者を理事会に
推薦、議決

●事業計画 ①HP刷新、会費改定などによる認知度向上と自律的共創に向けた環境・規約整備、②若手理事選任、新分野会員増などの多様
化と価値創生基盤の強化、③共創基盤を活用し、事業活動の一層の強化策を実施、EAJ認知度向上、に基づき以下の事業を推進。

定款5事業と2022年度事業
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委員会・政策提言ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ報告例
https://www.eaj.or.jp/?name=seisaku-teigen

⚫環境・資源制約や技術進歩に伴い重大化する社会的課題について、その分野の第一人者を中核に分析し、

産学から幅広い多分野の会員の意見をまとめ、EAJとして組織的チェックを経た「先見的なメッセージ」を発信。

2023年度活動中
1. 海洋プラスチック研究（リーダー:橋本正洋）

2. デジタル変革を可能にする先端半導体研究開発の在り方（リーダー:遠藤 哲郎）

3. 5G/6G 時代のAI 利活用戦略 （PL：森 健策、副PL：淺間 一）

4. マテリアル科学（リーダー：長井寿、関谷毅）

5. 「人類の安寧とより良き生存」を目指した工学倫理と工学教育(仮称) （PL：小泉 英明）

2022年度終了 (1-3:政策提言ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ報告、a-c:委員会報告)

1. 2050脱炭素社会構築に向けた持続可能なﾊﾞｲｵﾏｽﾌﾟﾗﾝﾄの開発のための調査研究（リーダー: 佐伯とも子）

2. インクルーシブなSTEM 研究環境の構築（リーダー：牧原 出）

3. アフリカとのSTI for SDGs における連携/Promoting STI (Science, Technology, and Innovation) for SDGs in 

Africa: 11 Policy Recommendations from the Engineering Academy of Japan（リーダー：米倉 誠一郎）

a. 若手委員会「ネクストイノベーターへ伝える起業・創業の魅力」(委員長：関谷毅）
b. 「ロシア政府によるウクライナ侵攻に関するEAJ声明/Statement of EAJ on the Russian Invasion of Ukraine」
c. STI2050委員会「持続可能社会に向けた科学技術・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの提言/The Road to 2050」(委員長：沖大幹)

2021年度終了
1. 人と機械の共生社会のデザイン（リーダー:萩田 紀博）

2. 海洋研究の戦略的推進（リーダー:藤井 輝夫）

3. ポストコロナ検討委員会 -新型コロナウィルス後の科学技術イノベーションのあり方-（リーダー:原山 優子 、永井 良三）

4. 未来の製造業 -デジタル革命時代の日本のモノづくり-（リーダー:佐々木 直哉)

https://www.eaj.or.jp/?name=seisaku-teigen
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⚫日本唯一の(活動する)非政府系アカデミーの立場で政策提言し関
係各方面に発信。適宜提言を手交し、意見交換(下図)。
✓異分野融合や幅広いネットワークを活用し、問題解決のための先見的、
創造的な道筋を示す

✓国連、AEPM#/JAFOE##/ELREP**/EA-RTM***、府省(内閣府、
文科省、経産省等)、国会議員、JST/NEDO、業界団体などに提言

柴山昌彦
文部科学大臣(中央)

阿部博之EAJ会長(左)

 (2019年5月)*

鶴保庸介
内閣府大臣(中央)

阿部博之EAJ会長(右)

(2017年6月)*

主要な政策提言先

*所属は意見交換当時のもの

井上信治内閣府
特命担当大臣(右)

小林喜光EAJ会長(左)

 (2021年5月)*

萩生田光一
文部科学大臣(中央)

小林喜光EAJ会長(左)

 (2021年5月)*

#:the Academies of Engineering Presidents' Meeting, ##:Japan America Frontiers of Engineering(NAE-JST-EAJ), **:Australia-Japan 
Emerging Research Leaders Exchange Program(ATSE-JSPS-EAJ),  ***:East Asia Round Table Meeting and Symposium(日中韓) 



The Engineering Academy of Japan, December 2023 12

政策共創推進委員会 -2022年度「政治家と科学者の対
話の会」第4、5、6回関連記事-

第4回政治家と科学者の対話の会(5月17日開催)
【記事】文教ニュース

https://www.eaj.or.jp/eajlocal/wp-content/uploads/2022/06/No2703p34r_.pdf
【記事】タスカジのウエブサイト

https://corp.taskaji.jp/information/event/2022/05/18/eaj/
【記事】マイナビニュース「TECH+」:「東大松尾研究室、ベンチャー企業輩出100社を目指す“起業クエスト”を実践」

https://news.mynavi.jp/techplus/article/20220520-2348741/
【記事】同上:「高専生がディープラーニングを活用した事業プランを競う“高専DCON”‐企業例も」

https://news.mynavi.jp/techplus/article/20220524-2350272/

第5回政治家と科学者の対話の会(10月6日開催)
【記事】文教ニュース

https://www.eaj.or.jp/eajlocal/wp-content/uploads/2022/10/kiji-bunkyo-news-No2723p37_.pdf
【記事】JST「客観日本」:「生活者と共創で目指す社会を科学的助言めぐる論議活発化」

https://www.keguanjp.com/kgjp_keji/imgs/2022/10/20221027_2_01.pdf

第6回政治家と科学者の対話の会(1月25日開催)
【記事】文教ニュース

https://www.eaj.or.jp/eajlocal/wp-content/uploads/2023/02/kiji-bunkyo-news-2736-p48_.pdf

⚫ 科学的エビデンスに立脚した政策立案・遂行のためには、科学者側の政策リテラシーと、アカデミ
アが創出する知的情報の提供による立法府の科学リテラシーの向上が必要。

⚫ EAJでは、政策立案に係る広範な関係者との連携をもとに、国会議員および立法府関係者と
科学者、メディア関係者などが協働し息の長い交流ができる場を提供し、立法府と科学者の政
策共創の実現を図るべく、政策共創推進委員会を2020年7月7日に設置した。

⚫ 第1回(2020.12)以来6回目となった政治家と科学者の対話の会では、EAJ側が話題提供、
意見交換を行うという形から、国会議員側の問題提起に基づき、自由に考えを述べ合い、相互
に信頼関係を築きつつ、新しい考え・政策を打ち出す機会とした。

https://www.eaj.or.jp/eajlocal/wp-content/uploads/2022/06/No2703p34r_.pdf
https://corp.taskaji.jp/information/event/2022/05/18/eaj/
https://news.mynavi.jp/techplus/article/20220520-2348741/
https://news.mynavi.jp/techplus/article/20220524-2350272/
https://www.eaj.or.jp/eajlocal/wp-content/uploads/2022/10/kiji-bunkyo-news-No2723p37_.pdf
https://www.keguanjp.com/kgjp_keji/imgs/2022/10/20221027_2_01.pdf
https://www.eaj.or.jp/eajlocal/wp-content/uploads/2023/02/kiji-bunkyo-news-2736-p48_.pdf
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⚫ 31ヵ国で構成する国際工学アカデミー連合(CAETS#)に1990年、日本を代表して10番
目のアカデミーとして加盟。国際的な連携活動を強化し、人脈形成、人材育成を促進する。

⚫ 工学ｱｶﾃﾞﾐｰ会長会議(AEPM##)をSTS ﾌｫｰﾗﾑ年次総会枠内開催
⚫ 下記などの国際連携会議を持ち回りで開催
✓異分野、異業種、国際交流による若手リーダー人材育成:日米先端工学(JAFOE*)シンポ
ジウム、日豪若手研究者交流促進事業(ERLEP**)。

✓東アジア工学アカデミー円卓会議(EA-RTM***) 。

国際連携

スウェーデン工学アカデミー
100周年記念

CAETS年次大会
（2019年6月）

国際工学アカデミー連合
評議会

CAETS2011

国際工学アカデミー連合
年次総会と併設シンポジウム

CAETS2022
(2022年9月)

#:International Council of Academies of Engineering and Technological Sciences(31ヵ国), ##:the Academies of Engineering 
Presidents' Meeting,*:Japan America Frontiers of Engineering(NAE-JST-EAJ), **:Australia-Japan Emerging Research Leaders 
Exchange Program(ATSE-JSPS-EAJ), ***:East Asia Round Table Meeting and Symposium(日中韓) 
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人材育成活動

➢ 人材育成委員会
・「次世代リーダー人材のための工学教育
ありかた」の検討

・様々なステークホルダーとの連携
・若手リーダー塾開催

(https://www.eaj.or.jp/?name=wakate-leader)

➢ 若手委員会
・次世代リーダー候補人材の登録制度
・国際交流/研修への派遣、受け入れ
・20-30歳代前半を対象とする公開ｼﾝﾎﾟｼﾞｭｳﾑ
「世界の最先端を拓く研究者が見ている本当の景色」等開催

➢ ジェンダー委員会
・ダイバーシティに関するGood Practice

(https://www.eaj.or.jp/?name=gender)
・第6回ジェンダーシンポジウム‐デジタル社会における
「新しい学び方」‐開催

➢ 政策共創推進委員会
・次世代人材による国会議員へのインタビュー

(https://www.eaj.or.jp/?name=seisaku-k-kikaku02,
https://www.eaj.or.jp/?name=seisaku-k-kikaku01 ) 

世代を繋ぐ
若手リーダーの育成

The Joint Symposium of 
ERLEP toward the Next Big Step 
ERLEP Trans-Disciplinary Forum
1st December 4-6, 2017, Fukuoka
2nd December 3-5, 2018, Melbourne
3rd October 16-18, 2019, Sapporo
4th Aug-Sep, 2024, Australia予定

日米先端工学シンポジウム
JAFOE (Japan America Frontiers of 
Engineering) Symposium

(NAE-JST-EAJ)

第15回24-26 June, 2021, Online

第16回18-20 July, 2023、Japan

日豪若手研究者交流促進事業
ERLEP (Australia-Japan Emerging 
Research Leaders Exchange Program) 
2009-2016  (ATSE-JSPS-EAJ)

異分野、異業種、国際交流による
若手リーダー人材育成

https://www.eaj.or.jp/?name=wakate-leader
https://www.eaj.or.jp/?name=gender
https://www.eaj.or.jp/?name=seisaku-k-kikaku02
https://www.eaj.or.jp/?name=seisaku-k-kikaku01
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ジェンダー委員会 -ジェンダー委員会学生委員による
ダイバーシティに関するGood Practice‐

第1回 向井千秋さんに
インタビュー

東京大学 大学院新領域創成科学
研究科 先端エネルギー工学専攻
修士2年 秋山茉莉子

第2回 天野浩先生に
インタビュー

名古屋大学大学院エネルギー
理工学専攻
博士後期課程3年 寺林稜平

第3回 LambentIP代表で米国
弁理士の小林先生へのインタビュー

京都大学総合生存学館総合
生存学専攻 医薬生命
佐々木勇輔

電気通信大学大学院情報
理工学研究科
博士後期課程１年 依田みなみ

第4回 岩尾エマはるかさん
にインタビュー

第5回 Interview to 
Professor Anne Condon

Department of Robotics, School of 
Engineering, Tohoku University
Master Course 2nd Year, Jin Yi

第6回 山崎直子さんにインタビュー

東京医科歯科大学大学院 医歯学総合研究科
医歯理工保健学専攻
修士課程１年 峯村 梓

第7回 佐々木かをりさんにインタビュー

東京医科歯科大学 大学院医歯学総合研究科
医歯理工保健学専攻
修士課程１年 堀内 榛香
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・地区活動は 1993 年に始まり、2011年に九州支部、2012 年に北海道･東北支部、
2016 年に中部支部、2018年に関西支部が設立された。

・2020年に北海道支部が北海道･東北支部から発展的に独立し、各地区の特質に根差
した発展に貢献すべく、産学官民連携による5支部体制で活動中。

・今後、全ての地域で支部を結成し、EAJならではの活動を居住地で行う。

中部支部
(2016.11.23設立)

関西支部
(2018.5.29設立)

東北支部
(2020.12.15設立)

九州支部
(2011.9.18設立)

北海道支部
(2020.12.15設立)

支部長：増田隆夫
副支部長：空閑良壽、鈴木聡一郎、瀬戸口 剛 
専務理事：馬場直志

支部長：神本正行
副支部長：長坂徹也、岡田益男
専務理事：足立 幸志

支部長：林 良嗣
副支部長：岩井善郎、太田光一、原 邦彦
幹事長：葛 漢彬
副幹事長：辻篤子

支部長：田中敏宏
運営委員：尾上孝雄、大村直人、和田成生、河原克己、

廣田典昭、堤 和彦、石出 孝、小田一郎、
運営委員（幹事）：椹木哲夫、桑畑 進、小池淳司

支部長：山田 淳
副支部長：髙松 洋、谷口 功、日野伸一
ほか、理事及び名誉理事、名誉顧問

支部活動
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支部活動

中部支部

関西支部

東北支部

九州支部

北海道支部

⚫主催講演会
✓高等専門学校出張講演会
 「AIとデータサイエンスの近未来」
✓支部講演会「グローバルに活躍する人材育成を目
指して－長崎大学工学系の取り組み－」

⚫共催シンポジウム
✓九州工学教育協会シンポジウム 
第13回 「九州沖縄地区での産学官連携とDX」
第14回 「これからの九州の工学教育」

⚫ 活動:九州・沖縄地域の特長が出せるようにも配慮
✓インフラメンテナンス国民会議 九州フォーラム後援
✓EA-RTMへの開催協力など

⚫主催講演会
✓北海道支部茶話会「カーリン
グを科学する」

⚫共催シンポジウム
✓日本学術会議第三部主催の公開シンポジウム「地球環境
の未来を考える～カーボンニュートラルの実現に向けて～」
✓東北支部発足記念シンポジウム

⚫活動：北海道支部便り、NICHe未来科学オープンセミナー
を東北支部とともに協賛

⚫主催講演会
✓新支部発足記念式典講演会
「高性能な液晶ディスプレイ世界
標準への道-単色からフルカラー液晶へ」
✓東北支部発足記念シンポジウム 「女性起業家への道－
第一歩から成功までノウハウ－」

⚫活動：ホームページのリニューアル、NICHe未来科学オープン
セミナーを北海道支部とともに協賛

⚫主催講演会
✓「SDGs:関西から持続可能
な社会を工学する」
✓第8回講演会：「AI・自動化のイノベーションが人間社
会にもたらす光と影と技術倫理」
✓第９回講演会：「医工融合により進める教育と研究」

⚫ 活動:EAJ若手委員会公開シンポジウムを協賛

⚫主催講演会：EAJ中部レクチャー
✓第15回「ハイブリッド誕生とその後の25年
を振り返り、自動車とモビリティ産業の未来を考える」
✓第16回「中部のスタートアップを考える」

⚫活動：特別顧問に天野浩、内山田竹志、河合眞紀、山本
尚会員が就任。第４、5回井戸端会議「特別顧問と語る」

⚫ EAJC通信：No.5豊田章一郎会員追悼号。
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⚫ EAJの特徴は、一定の推薦制度にもとづき推挙され、個人の立場で生涯、学界や社会のために活
動する産官学有識者からなる会員で構成され、会員の会費で運営資金を賄う独立・中立組織

⚫ Engineer the Futureをパーパスとする独立・中立組織EAJは、ファンディングエイジェンシーJSTと
総合知によるHuman security and well-being実現に向け、相補的共創活動に注力中

賛助会員連携: EAJ-JST共創活動

➢ サイエンスアゴラ連携
✓2019： 「EAJ出展 パネル討論」[2019/11/15]
✓2022：EAJ「SDGsシンポジウム」－未来社会を科学者とデザインしよう－ [2022/11/5]

➢ 国際連携
✓国連STIフォーラム(JSTスポンサー)でEAJが産官学連携をアピール
✓JAFOE 日米先端工学シンポジウム共催(分野横断)、全米工学アカデ
ミー(NAE)、科学技術振興機構(JST)との共催で2000年より実施

➢ 政策提言
✓非政府系アカデミーの立場で政策提言を関係各方面に発信。EAJでは
適宜提言を手交し、意見交換実施している。

サイエンスアゴラ2022サイエンスアゴラ2019

2022FOE JAPAN


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18

